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1. はじめに 
1.1 研究の背景・目的 
 昨今高速道路を取り巻く料金施策が変化してきている。

2008 年 2 月から原油高騰などを背景とし政府は各種割

引施策を推進している。今後もこの流れは継続するとし、

政府は一部区間等において無料開放化を検討している。

この施策の変化によって、全国各地の高速道路では利用

実態の変化による弊害が生じ始めている。休日割引が開

始されて初めて迎えた繁忙期であるゴールデンウィーク

期（2009 年 4 月 28 日～5 月 7 日）において、NEXCO
西日本中国管内の発表したデータでは前年比で総事故総

数が 2.3 倍、事故率が 1.7 倍と共に増加していることが

示されている。事故による渋滞の回数も 2008 年ゴール

デンウィーク期では 3 件であったのに対し 2009 年同期

には 22 件と急増しており、交通量の増加による交通安

全への影響が懸念される。またこのような状況の中で政

府は、北海道においてこれらの施策を強く推進する方向

性を示しており、北海道内においての交通安全に与える

影響を考察する必要がある。 
 背景を踏まえ交通安全の観点から交通動向の変化に対

応する必要がある。本研究では施策変化によって変化す

ると予想される交通量に着目し、以下の目的を設定した。 
・交通安全という着眼点から実施されている若しくは

実施予定の道路交通政策がネットワーク内（高速道

路及びその周辺道路）の安全性に与える影響の評

価・施策の提案を行う。 
 
1.2 研究のシナリオ 
 交通安全白書の資料によると、高速道路における 1 億

走行台 km 当たりの交通事故は 9.7 件（平成 17 年）と

一般道路などを含めた全ての道路の約 11 分の 1 の値と

なっている。また北海道における交通需要は比較的低い

ため、高速道路料金値下げによる高速道路上での渋滞な

どの混乱による事故の増加は生じにくいと予想される。 
これらから本研究では交通安全という側面から見た場合、

北海道においては高速道路料金値下げの影響はプラスに

働くのではないかという仮説を立て、検証を行う。以下

に研究のフローを示す。 
① 高速道路料金を値下げさせた際にどの程度高速道路

の利用割合が変化するのか推計する。 
② 対象ネットワーク内において高速道路料金政策実施

後の交通事故件数を推計するため、ネットワーク内

の各道路について交通量に関連した要因を整理・分

析し、回帰式を作成する。 

これら二点を分析することにより、交通モデルと事故

データから仮説を検証する。検証結果を考察することに

より、北海道における高速道路料金政策の評価、及び政

策の提案を行う。 
 
2. 確率的利用者均衡配分モデル 
2.1 確率的利用者均衡配分モデルの概要 
本研究では高速道路料金が変化した際の交通量の変化

を算出するために、確率的利用者均衡モデルを用いて交

通量を算出する。確率的利用者均衡配分モデルでは利用

者の選択肢の効用には誤差項が含まれ、利用者が必ずし

も最短の経路を選択しない。本研究では各選択肢の誤差

項が独立で同一の Gumbel 分布に従うとしたロジット型

のモデルを用いた。 
各リンクにおいての要するコストを(1)式のように定

式化し、これらのコストに基づき利用者は(2)式のよう

な選択確率に従い経路を選択する。図 1 に示したフロー

の計算を行うことにより、各リンクの交通量を算出する。 

dT
C
xcxc

a

a
aaa +

⎪⎭

⎪
⎬
⎫

⎪⎩

⎪
⎨
⎧

⎟⎟
⎠

⎞
⎜⎜
⎝

⎛
+=

β

α1)(  ……(1) 

  :交通量 でのリンク のコスト関数  )( aa xc ax a
ac  :リンク  のコスト関数 a
ax : リンク  交通量 a
aC ：交通容量 

α , β  ：BPR 関数の係数 
d  ：割引率を考慮する変化項 
T ：有料区間での料金 
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kP ：OD ペア での第 経路の選択確率 rs k

θ  ：経路転換パラメータ 
rs
kc ：OD ペア での第 経路のコスト rs k

 
2.2 対象路線と用いるデータ 
高速道路の対象路線は図 2 のように札幌－旭川間の高

速及び一般国道を対象とし、高速道路と並行する国道

12 号線の交通量を算出する。この際に高速料金が値下

げされた場合の需要変動を考慮するために、用いる OD
交通量は価格弾力性を用いて算出し、計算に利用する。 
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2.3 有料区間での料金変化について 
 有料区間での利用料金変化による交通量の変化を算出

するため、有料リンクでの利用料金に 0～1 の範囲内で

変化項を設定し、様々な高速道路の割引ケースを想定す

る。これにより割引率毎での各経路の交通量を求める。 
 
3. 交通事故率と交通量の関係 
3.1 既存研究 
 三橋らの研究2)では交通量と交通事故件数のマクロ的

な関係について、全国レベルの交通事故データを用いて

考察を行っている。この中で交通事故発生件数は車線数

毎に、混雑度に依存するとされている。本研究において

は北海道内での対象ネットワークに関して交通事故率と

交通量の関係性のミクロ的な視点で考察を行う。 
 
3.2 ポアソン回帰分析 
 一般的に交通事故発生そのものは稀発生現象であると

され、これはポアソン分布に従うと仮定できる。本研究

では対象ネットワークについて交通事故件数を混雑度及

び諸要因に関してポアソン回帰分析を行う。この結果か

ら、交通事故を諸要因で説明する回帰式を得ることがで

きる。これにより交通量の変化による事故率を予測する。 
 
4. 高速道路の交通量変化による交通事故への影響 
4.1 交通事故発生件数の変化 
 3 章及び 4 章で得られた交通量と事故率の結果から、

対象ネットワーク内での種々の割引率を想定したケース

について、交通事故発生件数を推計する。この結果から、

高速道路料金値下げが交通事故への与える影響の評価を

行う。 

 

4.2 交通事故件数の致死率に関して 
一般道と比較して高速道路において交通事故率は、非

常に低い値をとる一方で交通事故発生件数あたりの致死

率は高い。ネットワーク内においての交通事故件数が、

高速道路料金が値下げされることにより、安全性の高い

高速道路の利用に転換されることによって減少するケー

スが予想される。しかし重傷・死亡事故などの致死率の

高い事故はあまり減少しない可能性が予想されるため検

証を行う必要性がある。 
 
5. おわりに 
 本研究では高速道路の割引による交通事故への影響を

見ることにより、仮説の検証を行った。この結果から北

海道での交通安全からの適切な施策を考察し、提案する。 
今後の課題としては、現在は対象ネットワークが札幌

－旭川での高速道路及び国道 12 号のみのネットワーク

に限定しており、今後周辺の道道などのリンクを取り入

れ、より具体的なネットワークに構築する必要があると

考える。また交通事故率と交通量の関係性に関しても、

他の諸要因なども検討し、より具体的な回帰を行う必要

性があると考える。今後はこれらの点について研究を進

めていく必要がある。 

 

 

 

 

図 1. 対象路線 
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図 2. 確率的利用者均衡配分モデルのフロー 
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